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居住における共同性というテーマは社会学に基本のものである．震災によっ

て住宅が倒壊したことにより，この共同性のテーマは，きわめてリアルな問題

として登場してきた．マンションは，区分所有法に基づく新しい集合居住の形

態として現代日本を象徴するものであるだけに，被災マンションの修復，再建

において，また，普通住宅の共同再建において，都市居住の問題性が集中的に

現われてくる．

第1章「あるマンションの再建問題」（荻野）は，あるマンションにおいて，

その被害認定が2棟あるそれぞれで異なるところから住民対立が発生し，それ

を克服することによって修理への共同態勢が実現したことが描かれている．棟

や階によって被害が異なり，その調整に多大の努力が行われたことは，多くの

マンションでみられた．また，新規建て直しか修復かをめぐって厳しい対立が

展開した．震災直後，行政の方針で瓦礫撤去が重点的に取り組まれ，マンショ

ンに限らず新規の再建を基調とする雰囲気が醸成されていた．マンションの修

復は，技術的にかなり進んでおりしかも安いということであったにもかかわら

ず，そのことが全体にあきらかになったのは，だいぶ経ってからであり，裁判

ざたになるものなど事態は必要以上に混乱したようである．地震に限らず，マ

ンションの修理，建て替えが今後都市の一般的な問題となってくるなかで，こ

の震災後の経験は貴重なものとなるであろう．

第2章「住宅の共同再建における合意と�藤」（吉川）は，密集市街地におけ

る再開発の手法の主流となっている共同建て替え（区分所有法によるマンション

化）が，震災後の住宅復興においてどのように展開したかを追っている．一戸

建による再建は，敷地狭小，建築基準法順守，手薄な資金などの条件下では非

常に困難であり，それに比して共同再建は多くのメリットがある．しかし，そ

れを実現していく過程には内部の権利・利害調整，周辺住民合意調達などさま

ざまな困難があり，この論文はそれを克明に分析している．東京，大阪など大

都市の密集市街地の防災的建て替えも焦眉の課題であり，震災の経験を集約し

それに生かすことは重要である．

第3章「阪神・淡路大震災とコミュニティの＜再認識＞」（横田）は，被災直

後，避難生活，復旧・復興において地域コミュニティがいかなる役割を果たし
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たかを，調査データを活用しながら総括的に論じている．そして，この震災下

において，実体としてのコミュニティが瓦解したなかで，救助，避難，仮設住

宅生活などをつうじてコミュニティが住民のなかに＜身体化＞していることの

意味の深さを検証している．

この部に関連したその他の研究成果としては，日本マンション学会『立ち上

がれ！ 被災マンション』が，学際的にマンション再建問題を特集している．

また，鳥越（1995）は，自治会の歴史的性格を踏まえながら震災下の活動を考

察している．

〔参考文献〕

鳥越皓之 1995「阪神・淡路大震災と自治会・町内会」『生活協同組合研究』1995

年11月号．

日本マンション学会 1996『第5回大会（京都）研究報告集 立ち上がれ！ 被

災マンション』．

（岩崎信彦）

概 説 235




